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は じめに

すべ ての紛争はコ ミュニケーションに起因する と言って も過言ではない。

世界 中の民族対立は、その背景 に自らの宗教 、言語、経済、政治、文化 の優位性 を

望む人間の根源的な性質があ り、ある時その矛先が コ ミュニケーシ ョンの表 層に現

れ、双方に相手 を攻撃するきっかけを生みだすことになる。筆者 は、 長年 日本での

英語教育の現場 に携 わ りなが ら、授業の中で、言語 と平和構 築の問題 を学習テーマ

として取 りあげ、途上国への学生ボランティア活動に も過去3年 間同行 し、途上 国

や紛争後復興地の言語教育の問題と英語の役割を研 究の対象 としている。紛争後 の

傷 を負 う人々の厳 しい状況 を見聞きす るにつれ、外 国の研究者が簡単 に言語教育 の

提言 をす るべ きではない と考えなが ら、「言語政策」 と 「言語教育政策」への取組 み

が、紛争で破壊 された社会基盤 を復興 してい くため に、大 きな鍵 を握 っている と考

える。この一稿 では、ボスニァ ・ヘルツェゴビナにおける復興 の過程 と言語 の諸相

に焦点 をあて、紛争後複合民族社会 をグローバ リゼー シ ョン(国 際化)の 観 点か ら

考察する。

1.多 民族 ・多言語社会のボスニア ・ヘルツ ェゴビナ

世界中の多民族 と紛争問題 を考える上で、多民族連邦国家であ った旧ユー ゴス ラ

ビア地域 は、民族 、宗教、政治、経済に至 るまで多 くの要素 をかかえているため、

研究対象の地域 としては多方面から注 目される。しか し言語の問題については、平

和構築の過程で重要な課題であると考 えられているが、現実 には先行研 究例が ほ と

ん どない領域である。

言語の問題を調査するには民族 との関連を第一に取 り扱 う必要があ ると思 われ る。

ボスニア ・ヘル ツェゴビナの民族 は、ムス リム人 と呼 ぶイスラム教徒21(45%),セ

21オスマ ン トル コの時代 に改宗 したバルカ ン半 島のス ラブ民族が
、社会主義の時代 を経て受け継いで い るこ と

もあ り、中東のイス ラム教徒 とは異な り、文化 的慣 習の色 は濃いが宗教的 な厳格 さは比較的少 ない。
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ル ビア教徒であるセルビア人(30%),カ トリック教徒であるクロアチア人(20%),そ

の他少数であ るが プロテスタン トやその他の少数民族(5%)で 構 成 されてい る。紛

争以前か らも共通言語は、「ボスニア語」であるが、紛争前 は、 「セルポ ・クロアチ

ア語」 と呼 ばれていた。現在では、セルビア語 とクロアチア語 はそれぞれ別 の言語

として位置づけ られている。、一般 に民族 と言語が対 になる コソボにおける民族 とは

異な り22、ボスニア ・ヘルツェゴビナの3つ の主たる民族はバルカン半島のス ラブ系

同族民族 であ るため、民族 の違 いは宗教 的 な背景 に よるものの影響が強い。 山内

(2003)の 説明にあるように、「セルポ=ク ロアチ ア語 を話すイス ラム教徒 」が ムス

リム人。「セルポeク ロアチア語 を話すカ トリック教徒」が クロアチ ア人。「セルポe

クロアチア語 を話すセルビア正教徒」がセルビア人 と定義すると理解 しやすい。

これ らの三つの民族 を含め、ボスニア ・ヘルッェ ゴビナに住 む民族 を総称 して一

般的にはrボ スニア人」 と呼 び、その共通言語であ ったセルポ ・クロアチア語は、

厂ボスニア語」 とい う新たな言語名 として紛争後公式に用いられているのである。実

際に 「ボスニア語」(Bosnianlanguage)カ ミ国際的に認知 されたのは、ボスニア戦争

を終結させ たデイ トン協定以降である。 また、この言語 と民族 の名称 には、民族の

アイデンティテ ィを強調す ることを願 っている、 または民族 の本 国を意識 してい る

と解釈す る傾向 もある。そのためボスニア語、セル ビア語、 クロアチ ア語 とあ えて

区別する呼 び方 も事 実行 われている。特 に 「ボスニア人」「ボスニア語」の名称が意

味する背景 は、これ らの呼び名が、現在 自らの本 国23とい うべ き国をもた ないムス リ

ム人たちが 自分 たちの統一 した国を表す民族 と言語のため、意識的 に使 って きた と

も考え られている。 しか し言語間の実際の違いに関 して は、方言程度での違 いで し

かな く、お互いに十分理解がで きる言語である。標 記 に関 しては、 セル ビア語だけ

が キリル文字 を使用 しているという違いがあ る。

2,デ イ トン協定 とボスニア ・ヘルツェゴビナ

現在のボスニア ・ヘルツェゴビナ社会 を理解す るために、10年 前(1995年11月21

日)に 、米 国オハイオ州デイ トンにおいて、3年 間続 いた紛争 を終結 させ たデイ ド

ン合意に伴 う経緯 は不可欠 な情報である。ムス リム人、セル ビア人、 クロアチア人

22コソボ自治州 では
、セル ビア人はセルビア語 、アルバ ニア人 はアルバ ニア語 を母語 と している。公用 語 は現

在2つ だが 、紛争 以前 はセル ビア人の数が少 ないに もかか わ らず 、セル ビア語が公用語 とされていた 。 この

2つ の言語 は言語体系が 異なる。
23山内(2003)に よる と

、ボスニア王 国(1463年)、 ヘ ルチェ ゴビナ公 国(1483年)が オス マ ン帝 国に よって征服

されたことが 、ボスニアのムス リムの民族 的起源 である。

一61一



の代表 によ り3週 間の協議期間を経 て3民 族 の和解が成立 し、 この合意 によ り、ム

スリム ・クロアチア人中心 の 「ボスニア ・ヘ ルッェゴビナ連邦(FD)」 とセル ビァ

人中心の 「スルプスカ共和国(RS)」 の二つの地域 を持つ国家が成立 した。 しか し、

必ず しもこの両地域が一体 になっていないことは、筆者 が05年 の夏 サ ラエボ訪問時

にバス ター ミナルがそれぞれに存在 し、両地域へ の乗 り入れ をしていない状況か ら

察す る事がで きた。一方で、10年 間の平和 が維持 できた ことの意味 も含 め、2005年

の7月 ス レブレニ ッツアの虐殺10周 年追悼記念式典が行 われた。 この こ とはメデ ィ

アで も多 く取 りあげ られているが、ス レブ レニ ッッアで行 われた殺戮 は、 セルビァ

人に よるムスリム人に対す る 「民族浄化」の究極であ り、第二次大戦後 の欧州 にお

ける民族紛争の中で最 も残酷だと言われる。 しか しこの事件がきっかけとな り、NA

TOの 空爆が始 まりセル ビアを終戦に追い込んだことは歴史上重要な過程である。

ス レブレニッッアか ら追い出されたムス リム人は、女性 と子供 は避難民施 設での

生活 を強い られ、男性は年齢 を問わずバ ッテリー工場 を利用 した収容所へ移送 、そ

して殺 され、山へ逃げて殺 された人 も含 めると、その犠牲者 数は、 わずか1週 間で

8000人 近 くにのぼる。10年 の歳月を経 ても、 まだ身元が確 認 されない遺体 、行方不

明の家族は数限 りない。戦争 の生々しい傷 は今 日で も残 されたままで、スレブレニッ

ツアを知 る多 くの在ボスニア ・ヘルツェゴビナの外国人 も、「墓場の ような ところ」

と形容 される地での生活で大 きな心理的苦痛を共有 している。

難民 として外国へ移住 をした人たち も、家族が ボス ニアに残 って いる人たちは少

しずつ帰 還をしている。紛争前のボスニア ・ヘルッェゴビナの人口は、約440万 人で

ある。そのうち戦争 中に故郷 の町や村 を追われたのは約220万 人、その中で国外へ難

民 として出たのは約120万 人である。筆者が05年 夏宿に使ったスレブレニ ッツ ァの家

の息子 は、米国での永住権 を手に入れ10年 ぶ りに親 との再会 のために帰 国 した とこ

ろであった。アメリカなまりの流暢な英語が印象的で あったが、 一番標 的にな る年

.齢の青年が どの ように して助かったのかをたずねると、裸足 で裏 山に走 り、国連軍

のいるツヅラまで100キ ロ以上の山道を逃 げ、その後難民 としてクロアチ ア経 由で 国

外にでる機会があったことを語って くれた。 しか し一緒 に逃げた兄 は行 方が分か ら

ないままであると言った。

3.ボ スニア ・ヘルツェゴビナの言語と政策における課題

実質上、FDとSRの 二つの国が存在す る国家体制で は、 「均質 な国民 国家」(多 木

1999)を 形成す るのは困難であると考 える。 しか しEUへ の加盟が実現す るため に、
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まず国際社会 に受 け入れ られるプロセスとして、複合民族 国家 であ りなが ら均質 な

国民国家体制作 りは不可避である。つま り、「ボスニア人」が 「ボスニア語」 を話す

国家 として国際的にも認知 され、それぞれの民族 中心主義 を教育 の現場 で優先す る

のではな く、別々の民族 と言語が融合 して新たな一つ の民族 と言語文化 圏を作 りだ

す ことが求め られている。 ある意味 で、Internationalizationか らGlobalization

への転換が迫 られていると説明できるのではないか。 異 なる民族、文化圏の国 を繋

いでい く 「国際化」の意味か ら、グローバル(地 球)を 意味することで、融合 され、

統一 されたイメージの社会 を目指 してい る。このため には、共通言語 としてのボス

ニア語があることは大 きなメリッ トであ る。統一言語 を持 つ事で、 メディアと教 育

における言語に関しては一致が保たれるために同 じ情報 を共有す ることが容易 であ

る。 これ は、アメリカ合衆国での英語が、他言語の背景 を持つ移民 たちに受け入 れ

られ る共通語 とな り 「アメリカ語」 として、英語の本 国イギリス とは異 なるとい う

概念 を形成 してい くことで新たなアイデ ンティティを確 立 している ことに、類似 し

ている部分があると思われる。言い換 えれば、セル ビア語 とクロアチ ア語 とは異 な

る概念 を持つ新 たな言語 としてのボスニア語が存在する。

故 に、ボスニア ・ヘルツェゴビナの言語政策と教育は、 コソボ自治州の現状24とは

大 き く異 な り、ボスニア語 を共通語 として比較的容易にすすめることが可能であ る。

しか し二つの国体制ではそれぞれの民族主義が強 くなることも否めない。その場合 、

教 育言語 として外 国語の導入 を促進す ることで対立構造を緩和できないかと考 え る。

特 定の外 国語 を頻繁に使用 するによ り、物事 に対す る価値観 が微妙 に変化 し、お の

ずか ら興味が 自国に向 くのではな く、外 国という共通の対 象へ向けてい くことが可

能であるか らである。すなわち新たな外 国語をスパイス とす るGlobalizationと して

の 「国際化」 をボスニアという国内で促進す ることであ る。 これは紛争直後の、民

族 的対立が激 しか ったコソボにおいて も、 アルバニ ア系 とセル ビア系が 自然発生的

な知恵 として、お互いの問で英語 を共通言語 として コ ミュニケーシ ョンを行 った と

言われる。まさに民族間の言語バ リアー を克服する知恵だった。 またEU諸 国が 自然

発生的に英語 を基盤にコミュニケーシ ョンをとるようになったが、 そのプロセスで

新 しい独 自の文化 を生み出 している。国際的競争力 を強化す るに も、 ボスニア ・ヘ

ルツェゴビナにおいては、特に教 育の場 では英語 の第二言語化 を試 みる価値 はあ る

と思われる。

24アルバニア系住民が多数を占めるコソボ 自治州(セ ルビア ・モンテネグロ)に おいては、アルバニア語 を公用 語 、

すなわち第1言 語 と望 む体 制が強 く、少数 派であるセルビア語住民のセルビア人たちに不満が くすぶっている。

一63一



まとめ

アメ リカ社会が、古 くはMeltingPotと 形容 され、多様 な価値 観 を融合 して独特

のアメ リカ文化が出来上が っていると説明されることがあったが、今 日では、Salad

Bow1が 正 しい形容だ とされる。それは多様 な価値観 が形 を残 し現存す る(目 に見

える)社 会 とされていることを意味 している。地球規模で も、理想 を求 めれば、す

べての良い価値観 を融合 させ てひとつの価値観で ま とまるこ とがで きれば平和 な世

界 を実現 で きるのか もしれない。しか し、多種多様 に異 なる価値 観が存在 し、そ れ

を調整 していきなが ら存続 している社会、SaladaBow1社 会が現実であ る。 それゆ

え、ボスニア ・ヘルツェゴビナが 目指す真のGlobalization「 国際化」 は、完全 な融

合社会 ではな く、ひとつの共通言語で まとまりなが ら、 多民族 、多文化 、多 宗教 が

共存 しなが ら成立できる理想的な複合民族国家ではないだろ うか。 サラエボ市 内に

は、紛争以前か ら数十メー トル内に、モスク、カ トリック教 会、セル ビア教 会、 シ

ナゴーグが共存する地域 もあったことか らも、多民族共存路線 を維持 で きる複合 民

族モデル国家 になる可能性が、歴史的 にも秘められてい る稀 少 な国家 である と言 え

る。
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